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昨
年
四
月
に
改
め
て
川
越
市
議
会
会
派

政
晴
会
を
六
名
体
制
で
結
成
し
、
会
派
と

し
て
の
充
実
を
図
り
切
磋
琢
磨
し
、
議
会

活
動
及
び
議
員
活
動
に
励
み
、
市
民
の
皆

様
そ
し
て
市
政
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
ご
理
解
・
ご
協

力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

市
も
今
年
は
川
越
市
制
施
行
百
周
年
を
迎

え
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
年

と
な
り
ま
し
た
。
一
世
紀
に
わ
た
る
我
が

街
川
越
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
新

し
い
世
代
に
向
け
た
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
川
越
市
と
な
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
二
〇
二
〇
年
一
月
よ
り
発
生
を
見
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
か
ら
二
年

以
上
経
過
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

す
で
に
三
回
目
の
接
種
に
入
り
予
防
体
制

も
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
未
だ
終
息
が
見
え
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
又
、
国
際
情
勢
も
大
き

く
気
に
か
か
る
世
の
中
と
な
り
、
た
い
へ

ん
心
配
を
抱
え
た
年
に
な
る
よ
う
で
す
。

本
市
も
四
期
目
の
川
合
市
政
の
二
年
目
を

迎
え
、
新
年
度
予
算
も
組
ま
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
合
わ
せ
二
〇
〇

〇
億
円
以
上
の
総
予
算
の
審
議
を
行
い
市

議
会
議
員
の
一
員
と
し
て
、
私
は
責
任
を

重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
も
私
の
市
議
会
会
派
報
告
「
ひ
げ
通
信
」

を
通
し
て
令
和
三
年
六
月
議
会
か
ら
令
和

四
年
三
月
議
会
ま
で
の
四
回
の
定
例
会
の

一
般
質
問
で
の
提
言
や
質
問
及
び
又
令
和

四
年
度
予
算
の
報
告
を
ま
と
め
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け

ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                              

※
川
越
市
令
和
四
年
度
予
算
ポ
イ
ン
ト
及
び
概

要
抜
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ひげ通信 

市議会議員 

おのざわ康弘の 

歳
出 

 

歳
入 

市税 

575 億円 

49% 

690 億円 

59% 

 

依存財源 

477 億円 
41% 

 

繰入金 

42 億円 

4% 

諸収入 

30 億円 

2% 

その他自主財源 

43 億円 

4% 

国庫支出金 

210 億円 

18% 

市債 

58 億円 

5% 

県支出金 

85 億円 

7% 

その他依存財源 

124 億円 

11% 

労働費 

2 億円 

0% 

総務費 

116 億円 

10% 

民生費 

540 億円 

46% 衛生費 

132 億円 

11% 農林水産業費 

8 億円 

1% 

商工費 

9 億円 

1% 

土木費 

65 億円 

6% 

消防費 

47 億円 

4% 教育費 

127 億円 

11% 

災害復旧費 

0 億円 

0% 

公債費 

112 億円 

10% 

諸支出金 

1 億円 

0% 

予備費 

2 億円 

0% 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算 

自主財源 

議会費 

6 億円 

0% 

令和四年度会派政晴会要望提出 

災害対策支援会議により新型コロナウィルス感染症に

関する議会の対応協議（委員長：小野澤康弘） 
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・
歳
入
は
、
給
与
所
得
や
企
業
収
益
の
持
ち
直
し
等

に
伴
い
市
税
が
前
年
度
比
三
十
億
円
増
の
五
七
五
億

円
を
計
上 

・
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
過
去
最
大
の
五
四
〇
億
円

を
、
土
木
費
は
旧
川
越
織
物
市
場
整
備
や
橋
り
ょ
う

維
持
補
修
、
初
雁
公
園
整
備
事
業
等
の
増
に
よ
り
、

七
億
円
増
の
六
五
億
円
を
計
上 

※
計
数
は
四
捨
五
入
の
為
一
致
し
な
い
場
合
有 

令
和
四
年
度
予
算
で
は
、
令
和
三
年
度
に
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
や
子
育
て
支
援
、

生
活
基
盤
の
整
備
や
市
制
施
行
百
周
年
記
念

事
業
に
取
り
組
む
。 

                    

市
債
残
高
の
状
況 

・
令
和
四
年
度
の
市
債
残
高
は
、
市
債
の
発
行

抑
制
に
よ
り
前
年
度
か
ら
約
四
八
億
円
減
の
約

九
〇
九
億
円
を
見
込
む
。 

※
計
数
は
四
捨
五
入
の
為
一
致
し
な
い
場
合
有 

                 

市
税
の
状
況 

①
市
民
税
は
、
給
与
所
得
や
雇
用
情
勢
に
持
ち
直

し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
市
民

税
が
前
年
度
よ
り
九
億
四
七
三
万
一
千
円
（
四
．

三
％
）
増
の
二
一
九
億
四
七
三
万
一
千
円
を
見
込

む
。
法
人
市
民
税
も
企
業
収
益
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
十
三

億
三
千
七
九
五
万
九
千
円
（
五
八
．
二
％
）
増
の

三
六
億
三
千
七
九
五
万
九
千
円
を
見
込
む
。 

②
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
新
増
築
等
に
よ
る
増

収
分
を
見
込
む
こ
と
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
全
体

で
は
前
年
度
よ
り
四
億
九
八
万
一
千
円
（
一
．

八
％
）
増
の
二
三
二
億
円
四
〇
五
万
七
千
円
を
見

込
む
。 

③
市
た
ば
こ
税
は
、
過
去
の
実
績
本
数
を
税
率
の

引
上
げ
を
踏
ま
え
、
前
年
度
よ
り
二
億
二
千
二
九

万
三
千
円
（
十
一
．
六
％
）
増
の
二
十
一
億
二
千

二
十
九
万
三
千
円
を
見
込
む
。 

④
都
市
計
画
税
は
、
家
屋
の
新
増
築
等
に
よ
る
増

収
分
を
見
込
む
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
八
千

六
二
二
万
九
千
円
（
二
．
一
％
）
増
の
四
十
二
億

四
千
四
三
六
万
八
千
円
を
見
込
む
。 

⑤
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要

な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
令

和
五
年
度
ま
で
の
間
は
、
個
人
市
民
税
均
等
増
の

増
収
分
（
年
額
五
〇
〇
円
）
を
防
災
関
連
施
策
に

充
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
き
上
げ
に
よ

る
増
収
分
は
九
千
一
三
七
万
七
千
円
で
あ
り
、
市

立
小
、
中
学
校
、
保
育
所
等
の
耐
震
化
に
係
る
市

債
の
償
還
財
源
に
活
用
す
る
。 

公
債
費
・
市
債
残
高
の
状
況 

①
公
債
費
は
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
、
新
斎
場
、
小
・

中
学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
な
ど
の
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
平
成
二
八
年
度
以
降
は
増
加
で
維
持
し

て
い
た
が
、
令
和
四
年
度
は
、
事
業
の
実
施
に
当

た
り
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
終
了
な
ど
に
伴
い
、

前
年
度
よ
り
八
千
九
八
〇
万
円
（
〇
．
八
％
）
減

の
一
一
二
億
一
千
六
七
〇
万
七
千
円
を
計
上
し
た
。 

② 

市
債
残
高
は
、
平
成
二
五
年
度
以
降
増
加
で

推
移
し
て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
減
少
転

じ
て
い
る
。
令
和
四
年
度
は
歳
出
の
公
債
費
（
元

金
分
一
〇
六
億
一
千
二
七
二
万
八
千
円
）
に
対
し
、

歳
入
の
市
債
（
五
八
億
四
千
九
四
〇
万
円
）
が
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
の
市
債
残
高

は
前
年
度
末
か
ら
四
七
億
六
千
三
三
二
万
八
千

円
（
五
．
〇
％
）
減
の
九
〇
九
億
一
千
四
七
二
万

４
千
円
を
見
込
む
。 

積
立
基
金
の
状
況 

① 

令
和
三
年
度
は
、
利
子
分
を
除
く
積
立
金
と

し
て
財
政
調
整
基
金
に
六
億
九
千
五
五
八
万
円
、

職
員
退
職
手
当
基
金
に
一
億
七
千
七
五
〇
万
円
、

市
政
施
工
百
周
年
記
念
事
業
基
金
に
三
千
三
七

五
万
三
千
円
等
を
計
上
し
た
。 

 

② 

令
和
四
年
度
は
、
既
存
の
基
金
の
有
効
活
用

と
し
て
、
市
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
基
金
か
ら

六
千
九
四
六
万
三
千
円
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
金
か
ら
一
億
円
、
減
債
基
金
か
ら
三
億
五
千
万

円
を
取
り
崩
す
と
と
も
に
平
和
基
金
、
文
化
芸
術

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
、
福
祉
基
金
、
緑
の
基
金
、
商

業
振
興
施
設
整
備
基
金
、
森
林
環
境
基
金
、
み
ん

な
で
支
え
る
環
境
基
金
、
初
雁
公
園
整
備
基
金
及

び
大
学
奨
学
金
基
金
を
取
り
崩
し
、
関
連
事
業
の

財
源
を
確
保
し
た
。 

③
一
般
会
計
に
お
け
る
令
和
四
年
度
末
の
積
立
基

金
残
高
は
、
財
源
対
策
と
し
て
財
政
調
整
基
金
か

ら
三
四
億
三
千
万
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と
等
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
四
〇
億
四
千
六
〇
七
万
一
千
円

(

五
一
．
七
％
）
六
三
二
万
三
千
円
を
見
込
む
。 

追
加
補
正
予
算
議
案
、
十
五
憶
二
〇
〇
九
万
一
千

円
を
含
め
一
般
会
計
特
別
会
計
二
〇
三
四
憶
二

八
七
四
万
四
千
円
を
会
派
政
晴
会
は
全
て
賛
成
い

た
し
ま
し
た
。 

※
詳
細
は
川
越
市
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

＜ 一般会計予算 1,167億 2千万円 ＞ 

＜ 特別会計予算  851億 8千万円 ＞ 
当初予算規模の推移 

 

※四捨五入表示 

 
一般会計市債残高の推移 

 

億円 

令
和
四
年
度
の
予
算
の
規
模 
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２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対

策
特
別
委
員
会 

委
員
長
を
終
え
て 

２
０
２
０
年 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
を
２
年
６
ヶ
月
務
め
六
項

目
の
提
言
を
調
査
報
告
し
て
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

世
の
中
が
急
激
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
り
私
の
委
員
長
任
期
も
一
年
六

ケ
月
延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
に
務
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

対
策
特
別
委
員
会
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委

員
会
か
ら
の
国
や
県
を
通
し
た
報
告
・
指
示
に
よ
り
川

越
市
も
動
く
た
め
大
変
に
動
き
づ
ら
い
面
も
あ
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
議
会
と
し
て
の
対

策
特
別
委
員
会
と
は
、
本
市
で
行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
競
技

大
会
や
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
又
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
タ
イ
王
国
の
空
手
選
手
団

と
の
交
流
な
ど
又
、
安
全
な
大
会
運
営
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
レ
ガ
シ
ー
及
び
学
校
教
育
な
ど
の
視
点
を
重
点
に
置

き
調
査
を
行
い
、
提
言
な
ど
が
行
え
る
よ
う
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
歴
史
的
に
川
越
で
開
催
さ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
が
安
全
安
心
の
中
、
何
事
も
な

く
開
催
で
き
た
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
歴
史
的
イ
ベ
ン

ト
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
委
員
長
と
し
て
誇
り
に
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
他
タ
イ
王
国
等
と
の
継
続
的
な
交
流

な
ど
を
、
よ
り
一
層
期
待
い
た
し
ま
す
。 

  

                                  

                                  

令
和
四
年
三
月
一
般
質
問 

川
越
市
の
重
要
課
題
と
施
策
に
つ
い
て 

（
質
問
主
旨
） 

市
政
の
仕
組
み
と
は
市
政
を
運
営
す
る
た
め
の
組
織
、

す
な
わ
ち
市
の
意
思
を
決
定
す
る
議
決
機
関
と
そ
れ
を

執
行
す
る
執
行
機
関
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
首
長
（
市

長
）
に
よ
り
行
政
運
営
が
継
続
的
に
市
民
の
負
託
を
受

け
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
首
長
の
任

期
を
選
挙
に
よ
り
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
故
に
、
一
人

の
首
長
が
永
遠
に
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市

に
お
い
て
も
舟
橋
前
市
長
よ
り
現
市
長
へ
と
行
政
の
継

続
性
を
基
本
と
し
て
、
従
前
の
計
画
や
新
し
い
首
長
の

考
え
に
よ
る
計
画
を
策
定
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
今

回
私
が
質
問
を
行
う
件
に
つ
い
て
は
前
任
者
よ
り
の
継

続
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
重
要
課
題
と
し
て
私

は
捉
え
一
般
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

私
が
思
う
重
要
課
題
と
し
て
は
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
行
財
政
が
一
番
の
重
要
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
特

に
、
継
続
的
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば

三
点
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
一
番
街
の
交
通
対
策

問
題
、
い
わ
ゆ
る
一
方
通
行
策
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
旧
川
越
市
民
会
館
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

旧
市
民
会
館
の
低
地
の
権
利
割
合
が
裁
判
で
和
解
し
て

か
ら
八
年
、
建
物
の
安
全
対
策
・
解
体
等
又
、
権
利
相

手
と
の
協
議
が
何
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
早
期
解
決
方
針

を
望
み
ま
す
。
三
つ
目
は
、
川
越
市
民
体
育
館
の
解
体

か
ら
十
数
年
が
た
ち
、
旧
川
越
保
健
所
（
県
有
地
）
を

取
得
し
て
か
ら
十
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
多
く
の
課

題
も
残
り
、
地
域
・
地
区
な
ど
か
ら
有
効
的
利
用
要
望

も
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
回
私
は
こ
の
よ
う

な
方
針
や
決
定
が
お
ぼ
つ
か
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
直

・市制施行１００周年記念市主催事業 

川越市市制施行１００周年記念式典（秘書室） 8,966 千円 

川越市 PR 動画コンテスト事業（広報室） 1,053 千円 

市民の歌「われわれの川越」活用事業（政策企画課） 2,170 千円 

姉妹友好都市シンポジウム（国際文化交流課） 2,400 千円 

市制施行１００周年・会館 20 周年記念特別展「小茂田青樹展」（美術館） 10,910 千円 

ライフデザイン事業（こども政策課） 1,168 千円 

健康体操フェスタ（健康づくり支援課） 727 千円 

市制施行１００周年川越まつり（観光課） 103,977 千円 

川越まつり展示ホール映像制作及びまつりライブ発信（観光課） 10,000 千円 

市制施行１００周年小江戸川越花火大会（観光課） 33,100 千円 

市内循環バス「川越シャトル」１００周年記念ラッピング（交通政策課） 912 千円 

Shingashi めぐり・わくわくフェスティバル２０２２(新河岸駅周辺地区整備事務所) 1,485 千円 

「道の日」啓発活動（建設管理課） 332 千円 

「川越市の文化財」改訂（文化財保護課） 1,810 千円 

地域学習講演会(中央公民館) 255 千円 

市制施行１００周年記念給食(学校給食課) 1,361 千円 

１００周年記念マンホールカード制作（総務企画課） 132 千円 

１００周年記念デザインマンホール蓋の制作・設置（下水道課） 423 千円 

 

一
般
質
問 

オリンピック対策特別委員会 ロータリークラブ様による記念碑寄贈 タイ王国空手選手団の皆様と意見交換会 
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接
市
長
へ
見
解
と
判
断
を
求
め
ま
し
た
。 

質
問
項
目 

①
一
番
街
の
交
通
対
策 

②
旧
川
越
市
民
会
館
の
見
通
し 

③
宮
元
町
保
健
所
跡
地
の
整
備
に
向
け
た
市
長

の
決
意 

答
弁
要
旨 

①
市
長
が
中
心
と
な
り
積
極
的
に
取
り
組
む 

②
安
全
対
策
を
含
め
共
有
者
と
協
議
を
進
め
方

向
性
を
早
期
に
決
断
す
る 

③
具
体
的
な
活
用
内
容
を
早
期
に
決
断
し
整
備

方
針
を
決
定
す
る
。 

                

令
和
三
年
十
二
月
一
般
質
問 

川
越
市
都
市
計
画
の
変
遷
に
つ
い
て 

昭
和
・
平
成
が
過
ぎ
ま
し
た
。
特
に
平
成
の
三
十
年
を

振
り
返
っ
て
み
た
時
の
都
市
計
画
に
ま
つ
わ
る
、
全
国

的
及
び
川
越
市
の
変
遷
に
つ
い
て
都
市
計
画
法
の
改
正

や
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
係
す
る
法
律
に
基
づ
く
現
在

の
川
越
市
の
課
題
や
方
向
性
の
確
認
を
行
っ
て
み
ま
し

た
。 

１
． 

本
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
昭
和
四
五
年
に
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区
域
区
分
が

行
わ
れ
る
ま
で
の
成
立
ち 

２
． 

新
都
市
計
画
法
が
制
定
さ
れ
、
区
域
区
分
制
度
が

創
設
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て 

３
． 

区
域
区
分
が
行
わ
れ
て
か
ら
五
十
年
以
上
経
過
し
、

本
市
の
都
市
計
画
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
た
ど
っ

た
の
か 

４
． 

都
市
計
画
道
路
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
計

画
さ
れ
た
の
か
又
、
路
線
の
見
直
し
等
に
つ
い
て 

５
． 

現
在
の
本
市
の
都
市
構
造
を
都
市
工
学
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か 

６
． 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
手
法
で
住
民
意
見
を
反
映
さ
せ
る
の
か 

７
． 

川
越
市
は
五
十
年
前
か
ら
区
域
区
分
さ
れ
て
い
る

都
市
計
画
は
、
都
市
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
想
定

し
た
規
制
と
誘
導
が
基
本
で
あ
る
が
、
長
期
展
望

で
の
誘
導
や
開
発
行
為
な
ど
に
よ
る
規
制
な
ど
を

含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き
か 

こ
れ
か
ら
の
姉
妹
友
好
都
市
交
流
事
業
の
あ
り
方
と 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
の
事
業
展
開
に
つ
い
て 

（
質
問
主
旨
） 

川
越
市
の
姉
妹
友
好
都
市
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
歴

代
の
姉
妹
友
好
都
市
交
流
流
委
員
会
会
長
の
積
極
的
な

交
流
活
動
に
よ
り
、
提
携
都
市
の
行
政
と
行
政
が
交
流

成
果
を
積
み
上
げ
ま
し
た
が
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
活

動
に
あ
た
る
年
齢
層
や
交
流
目
的
な
ど
課
題
も
あ
る
こ

と
に
、
私
自
身
提
携
都
市
を
訪
問
し
交
流
目
的
の
す
ば

ら
し
さ
や
、
課
題
も
受
け
止
め
て
き
た
の
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
又
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
交
流
活
動
に

も
っ
と
も
影
響
を
与
え
る
人
の
移
動
規
制
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
図
れ
な
い
状
況
も
鑑
み
一
般
質
問
と
い
う

か
た
ち
で
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
通
し
て
レ
ガ
シ
ー
を
考
え
た
交
流
と
事
業
に
つ
い
て

伺
っ
て
み
ま
し
た
。 

１
． 

本
市
の
国
内
外
六
都
市
間
で
の
姉
妹
友
好
都
市

交
流
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て 

２
． 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和
二
年
度
・
三
年
度
の
各
姉

妹
友
好
都
市
と
の
交
流
実
績 

３
． 

東
京
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
通
じ
て
、
今
後
市
政
に
活
か
せ
る
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
市
は
考

え
て
い
る
か 

４
． 

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
交
流
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
見

解
を
伺
う 

５
． 

他
の
自
治
体
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
ー
交
流
な

ど
従
来
の
姉
妹
友
好
都
市
交
流
と
は
異
な
っ
た
事

業
展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
姉
妹
友

好
都
市
交
流
と
の
違
い
は
何
か 

６
． 

今
後
に
活
か
せ
る
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
レ
ガ
シ
ー
を
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対
応
す
る
教
育
や
国
際
理

解
教
育
へ
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
の
か 

７
． 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、

タ
イ
王
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
な
ど
の
育
成
事
業
な
ど
の
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の
成
果
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
活
躍
で
き
る
場
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か 

８
． 

市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
レ

ガ
シ
ー
を
都
市
間
交
流
に
活
用
し
て
い
く
つ
も
り
か 

 
 

９
． 

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
テ
ィ
ー
交
流
な
ど
特
定
の
目
的
に
限
定
し
た

交
流
も
考
え
ら
れ
る
が
、
川
越
市
も
都
市
提
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
向
は
あ
る
の
か
伺

う 

令
和
三
年
九
月
一
般
質
問 

こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
と
行
政
経
営
改
革
に
つ
い

て （
矜
恃
を
持
っ
た
職
員
を
育
成
す
る
た
め
に
） 

川
越
市
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
川
越
市
行

財
政
改
革
推
進
計
画
（
案
）
を
策
定
し
市
民
の

皆
様
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
行

い
ま
し
た
。
本
市
の
財
政
状
況
は
大
変
硬
直
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
議
会
で
も

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
市
側
と
両
輪
で
し
っ
か

り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
私
は
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
行
財
政
改
革
推
進
と
は
、
い

わ
ば
、
わ
が
市
で
の
身
を
切
る
改
革
で
も
あ
り

と
て
も
重
要
で
す
。
設
定
し
た
目
標
は
達
成
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
仕
事
の
改
革

も
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。経
営
資
源
（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
・
時
間
）
を
業
務
へ

投
入
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
材
の
育
成
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
の
一
般
質
問
は
行
政
経
営
改
革
と
合
わ
せ
て

人
材
育
成
を
連
結
さ
せ
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
人

事
を
扱
う
総
務
部
職
員
課
と
職
員
の
定
数
管
理

を
行
う
総
合
政
策
部
（
行
政
改
革
推
進
課
）
に

一
般
質
問
を
申
し
入
れ
、
更
に
市
長
に
は
行
政

経
営
と
、
市
長
が
ト
ッ
プ
と
し
て
考
え
る
職
員

に
対
す
る
人
材
教
育
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

行
政
経
営
に
ど
の
よ
う
に
連
結
さ
せ
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。 
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①
行
政
経
営
改
革
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
市
長
へ
伺
う
。 

②
現
在
の
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
市
長
へ
伺
う
。 

③
管
理
職
に
求
め
る
資
質
や
人
材
像
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
市
長
へ
伺
う
。 

④
職
員
の
人
事
評
価
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
人
材
育
成
に
生
か
し
て
い
る
の
か
。 

⑤
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
資
す
る
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

⑥
移
動
し
て
間
も
な
い
職
員
の
職
場
に
お
け
る

育
成
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
い
る
の

か
。 

⑦
職
員
の
異
動
に
よ
る
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ル
と
の

関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

⑧
昇
任
を
望
ま
な
い
職
員
も
い
る
と
思
う
が
、

そ
の
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

⑨
部
長
職
の
退
職
者
が
い
な
い
年
度
は
職
員
の

部
長
級
へ
の
昇
任
枠
は
限
定
さ
れ
る
の
か
。 

⑩
職
員
の
意
に
反
し
て
降
任
す
る
こ
と
は
あ
る

の
か
。 

⑪
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。 

⑫
昇
任
を1

つ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
捉

え
た
場
合
に
一
般
的
に
職
位
の
最
上
位
で
あ
る

部
長
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 

と
ス

キ
ル
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
向
上
す
る
の
か
。 

⑬
過
去
五
年
間
の
事
務
職
の
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
と
新
規
採
用
者
の
状
況
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

⑭
過
去
五
年
間
の
精
神
系
疾
患
に
よ
る
三
十
日

以
上
の
病
気
休
暇
取
得
者
及
び
病
気
休
職
者

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
そ
の
主
な
原
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。 

⑮
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
予
防
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

⑯
過
去
五
年
間
の
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
者
数

の
推
移
と
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
退

職
の
理
由
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

⑰
人
材
育
成
と
行
政
経
営
改
革
を
連
結
・
連
動

し
て
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
矜
恃
を
持
っ
た

職
員
を
育
成
す
る
た
め
に
は
職
員
一
人
ひ
と
り

の
資
質
に
依
存
せ
ず
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
・
向
上
と
ス
キ
ル
向
上
を
さ
せ
て
い
く

た
め
の
制
度
や
仕
組
み
づ
く
り
に
工
夫
が
必
要

と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
市
長
に
伺
う
。 

令
和
三
年
六
月
一
般
質
問 

<

歩
き
ス
マ
ホ
対
策
に
つ
い
て>

 

歩
き
ス
マ
ホ
防
止
条
例
の
制
定 

      

（
質
問
主
旨
） 

通
信
技
術
や
情
報
化
の
進
展
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
の
急
速
な
普
及

が
進
み
メ
ー
ル
・
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
交
流
や
地
図
情
報
ア
プ
リ
に
よ
る

道
順
案
内
、
又
こ
こ
一
年
以
上
で
は
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
行
動
制
限
等
な
ど
に
よ
り
、

ビ
デ
オ
通
話
の
利
用
な
ど
、
現
状
で
は
私
達
の

生
活
の
一
部
に
欠
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
必
需
品
と
ま
で
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。 

今
回
通
告
し
た
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン「
略
し
て
ス
マ
ホ
」で
す
が
、

こ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
の
歩

行
又
は
画
面
を
注
視
し
な
が
ら
歩
行
し
て
い
る

状
態
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る「
歩
き
ス
マ
ホ
」

に
関
し
て
私
自
身
の
体
験
や
市
民
の
方
々
か
ら

の
ご
意
見
も
含
め
と
て
も
重
要
な
社
会
問
題
と

と
ら
え
、
今
回
一
般
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
、

川
越
市
と
し
て
条
例
又
は
宣
言
な
ど
に
よ
り
歩

き
ス
マ
ホ
対
策
と
し
て
規
制
に
対
し
て
市
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。 

（
質
問
項
目
） 

①
歩
き
ス
マ
ホ
の
危
険
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。 

②
歩
き
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
、
道
路
交
通
法
上
扱

い
に
つ
い
て
伺
う
。 

ま
た
、
歩
き
ス
マ
ホ
に
起
因
す
る
事
故
は
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
。歩
行
者
対
歩
行
者
、

歩
行
者
対
車
輌
、
歩
行
者
対
車
椅
子
の
場
合
で

伺
い
た
い
。 

③
歩
き
ス
マ
ホ
に
起
因
す
る
事
故
件
数
は
把
握

し
て
い
る
か
又
増
加
し
て
い
る
か
。 

④
市
内
に
お
け
る
歩
き
ス
マ
ホ
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
又
、
実
態
調
査
の

よ
う
な
も
の
は
行
っ
て
い
る
の
か
。 

⑤
川
越
市
で
は
交
通
安
全
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。 

又
、
あ
わ
せ
て
計
画
に
は
歩
き
ス
マ
ホ
の
対
策

は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。 

⑥
市
が
提
供
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
に
つ
い
て
特

に
歩
き
ス
マ
ホ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
が
あ

れ
ば
伺
い
た
い
。 

⑦
市
が
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
の
サ
ー

ビ
ス
・
情
報
に
つ
い
て
、
安
全
上
の
配
慮
は
行

っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。 

⑧
歩
き
ス
マ
ホ
の
危
険
性
の
認
識
は
あ
る
も
の

の
、
調
査
や
対
策
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
検
証
し
て
い

く
の
か
。 

⑨
他
市
で
は
、
歩
き
ス
マ
ホ
の
危
険
を
禁
止
す

る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
制
定
に
至
っ
た
の
か
、
又
、

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

⑩
他
市
の
条
例
制
定
後
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。 

⑪
市
長
に
伺
い
ま
す
が
、
川
越
市
も
歩
き
ス
マ

ホ
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
、
も
し
く
は
市
の

方
針
や
理
念
を
表
明
す
る
「
宣
言
」
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
市
長
の
お
考
え
は

ど
う
か
。 

（
市
長
最
終
答
弁
） 

歩
き
ス
マ
ホ
を
防
止
す
る
条
例
や
「
宣
言
」
の

実
施
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

歩
き
ス
マ
ホ
は
、
画
面
を
注
視
す
る
こ
と
で
極

端
に
視
野
が
狭
ま
り
、
周
囲
へ
の
注
意
が
散
漫

に
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
歩
行
者
へ
の
通
行
妨

害
や
車
両
等
の
衝
突
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
、

危
険
な
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、
条
例
の
制
定
や

宣
言
の
実
施
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
す
で
に
条
例
化
し
た
自
治
体
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
先
進
自
治
体
の
状
況
を

調
査
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
危
険
防
止
と
と
も
に
利
用
者
の
利
便
性
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に
も
配
慮
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
安
全
に
利
用
さ
れ
、

歩
行
者
に
意
識
や
行
動
を
変
え
て
も
ら
え
る
よ

う
、
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
で
、
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

地
域
要
望
活
動 

１
． 

川
越
市
宮
元
町
道
路
側
溝
整
備
に
つ
い
て 

２
． 

川
越
市
小
仙
波
町
三
・
四
丁
目
横
断
歩
道
並

び
に
信
号
設
置
要
望
に
つ
い
て 

３
． 

川
越
市
笠
幡
芳
地
戸
地
区 
信
号
設
置
要

望
に
つ
い
て 

４
． 

川
越
郵
便
局
北
側
前
面
道
路
（
松
江
町
、
大

手
町
）
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
要
望 

                     

                          

連
雀
町
・一
番
街
周
辺
の
皆
様
へ 

市
内
中
央
通
り
線
（
連
雀
町
交
差
点
～
仲
町
交

差
点
）
の
整
備
の
進
歩
状
況 

平
成
三
〇
年
七
月
「
川
越
地
区
街
づ
く
り
推
進

条
例
」
に
基
づ
く
地
区
街
づ
く
り
協
議
会
発
足
、

昭
和
の
雰
囲
気
を
生
か
し
た
街
の
活
性
化
活
動

に
よ
り
「
地
区
街
づ
く
り
計
画
」
策
定 

埼
玉
県
と
の
協
議
及
び
覚
書
の
取
り
交
わ
し 

①
川
越
市
は
道
路
整
備
（
無
電
柱
化
等
の
設

計
・
施
工
・
住
民
協
議
） 

都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
等
を
行
う 

②
県
は
無
電
柱
化
の
整
備
に
か
か
る
費
用
を
負

担
す
る 

③
道
路
整
備
の
完
了
後
は
市
が
道
路
を
管
理
す

る 現
在
の
取
り
組
み
状
況 

①
歩
道
整
備
（
無
電
柱
化
等
）
に
向
け
た
技
術

検
討 

現
状
の
電
線
類
や
地
下
埋
没
物
の
調
査
結
果
等

を
基
に
歩
道
整
備
手
法
検
討
中 

令
和
三
年

六
月
～
七
月 

地
元
調
査
、
現
状
の
土
地
利
用

を
確
認
し
十
一
月
に
は
工
事
に
よ
る
自
動
車
交

通
へ
の
影
響
を
検
証
す
る
た
め
自
動
車
交
通
量

調
査
実
施 

②
地
区
街
づ
く
り
計
画
の
具
体
化
に
向
け
て
、

建
築
物
の
望
ま
し
い
形
態
意
匠
等
に
つ
い
て
協

議
の
継
続 

※
交
通
量
調
査
に
向
け
た
、
一
番
街
等
へ
の
影

響
に
つ
い
て
小
野
澤
康
弘
は
議
会
に
て
質
疑
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
仙
波
町
地
区
の
皆
様
へ 

新
琵
琶
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
つ
い
て 

「
目
的
」
県
指
定
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
耐
震

化
を
図
る
た
め
の
架
換
工
事
実
施 

「
概
要
」
橋
長
十
八
．
九
ｍ
幅
員
十
六
．
八
ｍ 

工
事
予
定
期
間 

（
一
期
工
事
） 

令
和
四
年
四
月
～
令
和
五
年
八
月 

（
二
期
工
事
） 

令
和
五
年
四
月
～
令
和
六
年
八
月 

プロフィール 
昭和２９年３月１３日生 

川越市小仙波町生まれ 

現職 

・川越市議会 会派政晴会   代表 

・川越市議会議員       5期 

・川越市議会災害対策支援会議委員長 

・川越地区消防組合      議員 

・産業建設常任委員会     委員 

・第 84代川越市議会議長  （歴任） 

・第 78代川越市議会議長  （歴任） 

最終学歴 

東洋大学大学院工学研究科建築学専攻 

博士前期課程修了（修士） 

 

笠幡芳地戸地区要望提出 宮元町自治会要望提出 

小仙波３・４丁目要望提出 

小仙波３・４丁目ベルク付近 

道路滑り止め整備完了 

川越郵便局北側道路カーブ 

ミラー設置要望場所 


